
様式４−１

「現地での保育を継続しながらの実施となる工事に向けて、保育園職員や保護者らとどのように協議しながら設計業務を進めていくか」

＜ともに考え・ともに見出し・ともにつくる設計プロセス＞
保育士・調理師・保護者・市・設計者がこれまでの経験を元に話し合い、北こども園固有のあるべ
き姿をともに考えることが大切です。設計工程に合わせて様々なワークショップをきめ細やかに行
い、得られた知見を設計に活かし、取り入れる設計プロセスとします。

R7/7 9月 10月 11月 12月 R8/1 2月 3月

①
W
S

①計画を知るWS
・プロポ案の説明
・条件整理
・工事中の安全性

②類似施設見学会

③
W
S

③活動発見WS
・追浜保育園見学会
・園児のすごし方
　遊び方等

④
W
S

④ゾーニングWS
・諸室の関係性
・導線計画

⑤段ボールWS
・保育室の使い方
・空間特徴の共有
・ニッチ空間
・小さな段差etc...
　段ボールを使って
　原寸で体験確認

調
保

親

⑤
W
S

⑦
W
S

⑧
W
S

⑨
W
S

⑥調理関係WS
・食育活動、調理体
　験活動について
・ランチルーム関係
・調理機器種類/配置
・配膳・搬入動線

8月

②
W
S

4～6月 7～9月 10～11月

実施設計

⑦機能部関係WS
・職員室
・水まわり
・更衣室etc...

⑧素材WS
・様々な素材を見て
　触って体験する
・自然素材の特徴

⑨しつらえWS
・家具、ロッカー
　テーブル椅子など
・使い方、寸法、形
　素材の検討

⑪
W
S

⑥
W
S

基本設計

※市と設計者はすべて参加

⑫
W
S

⑬
W
S

⑭
W
S

⑪基本設計完了WS

⑩
W
S

◯ワークショップでは、模型やパース、素材サンプルなどを使用しながら、認識の共有を進めていきます。

＜保育を継続しながらの工事における安全性の確保と情報共有＞
現保育園での継続保育を安全に行うために情報共有を行います。園の年間行事の把握を初期に行い
行事に支障がないように設計時点で可能な限り工程調整に取り組みます。工事期間中においては詳
細工程の共有を工事業者に促し、安全で快適な保育環境を確保するために尽力します。

⑮
W
S

⑩外構WS
・どんな植物？
・アプローチ空間

⑬照明・電気WS
・照明計画の共有
・色温度について
・調光、コンセント
・Wifi、防犯カメラ

⑫空調・換気WS
・夏の冷房
・冬の暖房（床暖）
・自然通風
・重力換気計画

作図・積算期間

⑭サイン計画WS
・北こども園らしい
　サインを考える

⑮実施設計確認WS

：保護者

調
保 保 保

親 調
保 保 保 保 保 保 保

保親 ：保育士 調：調理士

「子どもの主体性を尊重した教育・保育」

北こども園の敷地条件を生かし、子どもたちが生まれながらにして
 持つ「自ら成長する力」を伸ばす環境、園づくりを行います。
◯安心できる（安定した情緒）
大人から見守られている、周囲がよく見える、上り下りしやすい、
落ち着く、静かなど安心して過ごせる多様な空間作りを行います。
◯五感で感じる（豊かな感性）
木の匂い、美味しい匂い、涼しい、暖かい、暗い、明るい、狭い、
広いなど、子どもが五感で感じられる空間や素材を大切にし季節や
天候を感じられる環境づくりを行います。
◯やりたいと思う（自発性）
自分のやりたいことを集中して存分にできるように分かりやすい動
線や透明性のある空間づくりを行います。使いたい道具や遊具がい
つでも手にとれるように「見える収納」を適材適所に配置します。
◯かかわりたいと思う（人間関係）
子ども同士の育ち合いを大切にするため、異年齢の子どもの活動が
見え交流できる空間づくりを行います。
◯気づきや発見がある（創造性）
見立てや創造遊びができる細部づくりを行います。広い窓台が椅子
やテーブルになったり、高さ５０ｃｍの台が乳幼児の手掛けになっ
たりと年齢に応じた寸法とすることで遊びと成長をサポートします。
◯センスオブワンダー（健やかな心身）
身近な自然と生き物との出会いは驚きと感動に満ちています。保育
室とつながる園庭やデッキ空間で体験する自然環境が身近なものに
なる空間づくりを行います。
◯声を掛け合う（他者との共存）
大人の安心は子どもの安心につながります。保育士と話しやすく親
子でほっとできる交流スペースをエントランス空間につくります。

＜子どもの生きる力を育む園づくりのポイント＞

ワークショップスケジュール

調
保

親
調
保

親

保 保
親

五感で感じる空間

同年齢の交流

異年齢の交流



園庭 新園舎

幼児棟
工事車両
出入

園現在
出入口

新築棟

敷地内
工事車両駐車エリア

安全帯

敷地内想定
駐車場

新園舎
出入口

食品
搬入口

フェンス

約750㎡ 3・4・5歳

１階活動ダイアグラム

ランチ
ルーム

2歳

0・1歳

調理

：食の交流 ：親子交流 ：活動

２階活動ダイアグラム

断面計画

エント
ランス

：視線交流

避
難
動
線

管
理
階
段

主
階
段

外
階
段

EV

▽２F

▽１F

：厨房関係
：幼児トイレ：保育室

：こもり空間 ：ランチルーム

園庭

0・1歳
2歳

3・4・5歳

：管理関係

北側テラス
読書室２

読書室１
ブリッジ

多目的室

エントランス

ランチルーム
調理関係

職員室

園庭テラス
絵本コーナー

小さな庭

：ウッドデッキ

DEN
南側テラス

小テラス
交流家具

木造段々屋根

様式４−２ 受付番号

：視線
：動線

：視線交流

足
洗
い
場

南北断面図

ランチルーム 0・1歳

3・4・5歳

園庭

夏 冬

読書室２
木造

RC造

深い庇による日射遮蔽

ソーラーパネル
屋根高断熱

自然通風

温水床暖房

インナー
テラス

循環ファンによる
室温調整

木構造表し Low-E複層ガラス
熱負荷低減

木質材利用
駐車場

高効率空調

すだれテラス

絵本コーナー

ハイサイド窓による
重力換気

自然採光

読書室
2

３～５歳
トイレ

読書室
１

道路側に広い視野

道路側に
広い視野園庭側に

広い視野

配膳室
倉庫３

EV

シャワー
室

倉庫４

吹抜

DEN

用務
員更
衣室

多目
的室

女子更衣室男子
更衣室

みんなの
トイレ

WC

南側
テラス

北側テラス

吹抜

吹抜

ブリッジ

3・4・5歳保育室

下処理

調理
員更
衣室 検収 前室調理室

EV

2歳トイレ
食品庫

相談室エント
ランス

倉庫２

搬入用駐車
スペース

小さな庭

園庭

園庭テラス
小テラス

管理門

避難階段

スロ
ープ

カート

2歳保育室幼児
トイレ

0・1歳保育室

倉庫１
調乳

WC

医務スペース

絵本
コーナー

WC

用務洗濯室

みんなの
トイレ

職員室

シャワー室

ランチルーム

0・1歳
トイレ

避難
動線

スロープ

避難
動線

食育キッチン

明るい園庭 広い空

幼児棟
テラス

防音パネル

小さな植栽

01　工事中の安全を考慮した計画と新園舎配置計画
工事車両の動線は幼児棟玄関と交差しない大通り南側に計画し、
敷地内に工事用空地を確保します。幼児棟の南側には空地を設け
保育範囲内の安全性を確保します。

セットバックする断
面は工事中の採光環
境を担保します。

02　明確で安心安全な管理計画
新園舎と北側の園庭はフェンスで囲
み、子どもの安心安全な園生活を守
ります。新園舎の出入口は歩道付き
の西側道路から、食品搬入口は東側
道路からとし近隣への配慮から駐車
スペースを敷地内に想定します。

木造住宅が多い周辺環境とスケールを合わせ、段々状の断面を採
用します。圧迫感や日陰が少なく、広い空を実現する計画です。

03　町並みと調和した断面計画

こどもが自分で伸びる力を十分に発揮できるインクルーシブな園を目指して 大人が見守りやすく、こどもが自分のペースで活動を広げられる計画

05　木質化に配慮した素材利用と適材適所の構造計画04「大きな外/豊かな園庭」と「大きな中/多様な空間の集積」
敷地の北側に自然豊かな園庭を想定し、新しい園舎は猛暑期や天
候不順の日でも十分に内部で活動できる大きな空間を用意します。
その中でこどもが自分の好きな場所を選べ、一緒に過ごせる多様
な空間（動・静、広・狭、高・低）をつくります。

天然リノリウム
(抗菌・脱臭等)

06　負荷抑制と高効率機器によるZEBReady取得　
建築の高断熱性能を確保し、段状屋根の深い庇・ハイサイド窓に
よる日射遮蔽、自然換気・通風、自然採光によりエネルギー需要
を削減します。高効率の空調・給湯・照明設備、建物内空気循環
ファンの採用により一次消費エネルギー量を５０％以上削減し、
深い庇を利用してすだれ等を使用することで更に熱負荷を抑えて
ランニングコストを削減します。太陽光発電はイニシャルコスト
と施設の性能に合致する適正量を計画し採用を検討します。

上下階の音の遮断や２階テラス防水の耐久性のため１階はRC造と
し、イニシャルコスト削減と構造による木質化の実現のため２階
を木造（燃え代設計）とします。ロングスパン空間はジョイスト
梁とし柱梁を現し、天井吸音材や壁、床材に木質材料及び天然素
材を積極的に使用し、子どもにとって健康的な室内環境を実現し
ます。外部材料、設備機器共に塩害を考慮した選定を行います。

木毛セメント板
(吸音・調湿等)

ヒノキ合板等
(香り・手触り)

構造材：米松材
(香り・視覚効果)

木製フローリング
(温もり・足触り)

保育室間に創造遊びや
見立て遊びができる交
流家具を設置

テーブル、床座の小上がり、園庭に近いカウンター席など楽しい
ランチ空間。調理体験ができる食育キッチンを設置します。

園庭、アプローチ、エントランスが見
える職員室。外門は認証式施錠を想定

ベンチや植栽があり日常的に親子が
準備や交流ができるアプローチ空間

２階平面図

廊下等 64
0・1歳児保育室 98
2歳児保育室 69
3・4・5歳児保育室 195
ランチルーム 75
読書室 49
調乳室 4
0・1歳児トイレ 12
2歳児トイレ 12
3・4・5歳児トイレ 41
ランチルームトイレ 6
園児用シャワー室①

16（園庭トイレ含む）
24園児用シャワー室②
39職員室・医務室
20保育士更衣室（女）

8保育士更衣室（男）
8用務員更衣室

11調理員更衣室

8職員トイレ
10㎡みんなのトイレ

2調理員専用トイレ
11相談室
44調理室

3検収室
6下処理室
6前室
7食品庫・防災備蓄庫

12配膳室
10洗濯室・用務室
37倉庫
10エレベーター
20屋内階段
18屋外階段
20多目的室
12ブリッジ

5DEN
17絵本コーナー

登園口 48
室名 面積

1057合計

室名 面積

１階平面図

階段周りに設
置し保護者と
こどもの双方
が使いやすい

保育室と南側テラスをつ
なぐトンネル空間。天井
が低く、カーテンを引い
てこもり空間にできます。

保育室か
ら80ｃｍ
上がった
高さの読
書スペース

全園児共通のエントランスにはコート掛
けや下足入れ、アートコーナー等を設置。
０・１歳のおむつパススルーや引き渡し
できる空間を兼ねます。

敷地条件を生かした軒下テラス
１F 園庭テラス／園庭とランチルー
ムに面し、テーブルをおいて食育活
動や親子交流できるテラス
１F 小テラス／小さな庭につながる
０～２歳保育室前の南向きテラス
２F 北側テラス／園庭へ出る外階段
につながり、保育室と連携した多様
な遊び（水を使う遊びや制作など）
ができるテラス
２F 南側テラス／ブリッジやDENを
抜けて出られ、保育室や読書室、多
目的室と回遊できるテラス
１階：落ち着きのある保育
室と異年齢・親子交流空間
エントランスホールから園全体がよ
く分かる構成です。０～２歳は食事、
睡眠、遊び、テラス、庭とつながり、
テーブルを出したままで午睡できる
広さの保育室です。保育室からラン
チルームや絵本コーナーが見えるの
で徐々に活動を広げられます。
２階：見通しのよい保育室
と外側に配置した機能空間
保育室を中心に四方向に活動が広が
るように読書室や多目的室などを外
側に配置して見通しがよく見守りや
すい構成です。トイレは北東側に配
置し明るく換気しやすい空間です。

07　移動しやすく見通しのよい安全な園舎
段差のないエントランスホール、使いやすい高
さの階段、保育室床とフラットなテラス、すれ
違える廊下幅と大人と子どもの双方が動きやす
いバリアフリーな計画です。落下、衝突対策等
安全に配慮した計画とします。

空を広げる木造屋根
段々状の屋根は木造ジョイスト梁と
し、軽量化、低コストを実現。ハイ
サイド窓は安定した採光と換気を担
保します。

08　年齢に沿った活動計画と交流空間
回遊性があり放射状に活動が
広がる平面計画/3・4・5歳

食事・午睡・遊びが無理なく
つながる平面計画/0・1・2歳

光井戸として機能する吹抜けが視線交流を促す断面計画

移動しやすく連携しやすい階段
主階段／建物の中心に配置して上
下階の移動がしやすく、１階エント
ランスホールとランチルームに接し
て送迎や食事の移動に便利です。
外階段／園庭と２階北側デッキテラ
スをつなぎ、３～５歳の内外移動が
しやすい計画です。
管理階段／職員室と２階の更衣休憩
室をつなぎ、保育士や用務員が連携
しやすい計画です

子どものためのこもり空間
天井が低い、狭い、カーテンが引け
る、床が少し下がるなど大人が見守
れる位置でこもれる空間を設けます。
光井戸の吹抜け空間
自然採光や自然換気を確保し、大人
と子どもの双方が開放感を感じ、上
下階で視線交流や見守りができます。

　　　

０～２歳は保育
室から裸足で出
られるテラスと
身近な自然に出
会える小さな庭
を設けます。

保育室と南側テラスをつな
ぐ読書室１は東側道路に視
線が抜け、多様な読書スペ
ースを検討できる空間です。

雨の日でも
外を感じな
がら遊べる
開放的な半
屋外空間

3・4・5歳保育室 2歳保育室

南側テラス

保育室間に設置される交流家具
様々な遊びや交流を育む設え

大きな展示壁面

光井戸の吹抜

ハイサイド窓
空が広がる採光・換気窓

木構造が現れる天井

DEN
小さな窪み空間

トンネルブリッジ 光井戸
0・1・2歳保育室へ繋がる

吸音効果のある
木毛セメント板の天井

野島公園

南西側からの俯瞰イメージ：町並みと調和したスケールと柔らかい外観が子どもたちを迎え入れる

単位㎡

面積表

トンネル空間
トンネル状を用
いた読書空間例。
ワークショップ
で多様なこもり
空間を検討して
いきます。

多様で楽しいランチルーム

安心安全を守る外門と職員室 深い軒下と広いアプローチ空間

準備のしやすいエントランス空間

ロッカー

トンネル空間

育ち合いを生む家具

身近な外遊び

園庭やランチルームと
つながる軒下空間

こもり
絵本空間

みんなの絵本空間

開けた
軒下空間

食・寝・遊をゆるく
仕切る家具

更衣ができ
る男女別の
トイレ

保育室から見え
回遊性のある軒
下空間

職員室と管理階段で
つながる管理エリア

シャワー室に
トイレを設置

見える可動収納でコーナー
保育をつくりやすい空間

異年齢の活動が
見えるガラス戸

トイレ練習
できる明る
いトイレ

可動建具
の設置が
可能です

午睡や会議など多目的に利用


